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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第３四半期
連結累計期間

第34期
第３四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自 平成22年10月１日
至 平成23年６月30日

自 平成23年10月１日
至 平成24年６月30日

自 平成22年10月１日
至 平成23年９月30日

売上高 （千円） 13,647,148 12,146,860 17,409,155

経常利益 （千円） 2,130,915 1,421,394 1,903,939

四半期(当期)純利益 （千円） 1,308,347 1,061,457 1,043,555

四半期包括利益
又は包括利益

（千円） 1,314,667 1,006,522 550,636

純資産額 （千円） 10,874,596 10,816,660 10,110,529

総資産額 （千円） 20,573,518 20,062,060 19,702,955

１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） 87.12 70.68 69.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.9 53.9 51.3

　

回次
第33期
第３四半期
連結会計期間

第34期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日

自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 31.04 12.15

　
（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、「消費税及び地方消費税」（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第33期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、当第３四半期連結累計期間において、平成24年１月に中国上海市に販売現地法人（上海艾実碧貿易有限公

司）を新たに設立したことにより、当社グループは、当社及び子会社15社により構成されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（以下、当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（以下、当期間）におきましては、欧州債務危機の深刻化によりユーロ圏の景況が一

段と悪化したことに加え、世界経済を牽引してきた新興国経済の減速懸念、一時的に好転した為替相場が円高に揺

り返すなど、大変厳しい企業運営を強いられました。

当社グループでは、大小展示会への積極参加、価格政策の実施、新製品の拡販などの販売活動に尽力し、この厳し

い市場環境の中、当期間の受注高は12,527百万円（前年同期比99.4％）と前年同期並みの水準を確保することがで

きました。なお、受注残高は6,559百万円（同106.5％）となっております。

一方、当期間の売上高につきましては、欧州地域の販売低迷による減収、及び円高により計上額が目減りした影響

もあり、12,146百万円（同89.0％）と減少いたしました。

　

製品別売上高状況

（単位：百万円)

　
ストレッチブロー

成形機
金型 付属機器 部品その他 合計

前第３四半期 7,700 3,686 780 1,480 13,647

当第３四半期 6,605 3,419 639 1,482 12,146

対前年同期比 85.8％ 92.8％ 81.9％ 100.1％ 89.0％

　

製品別売上高につきましては、ストレッチブロー成形機が6,605百万円（前年同期比85.8％）、金型が3,419百万

円（同92.8％）、及び付属機器が639百万円（同81.9％）と減収となった中、部品その他は1,482百万円（同

100.1％）と前年同期の水準を維持しました。

機種別では、主力汎用機であるＡＳＢ－70ＤＰシリーズの成形機及び金型の販売が各主要市場で伸びず、減収と

なるとともに、小型成形機ＡＳＢ－50ＭＢ型も前年同期の水準を下回りました。一方、ＰＦ８－４Ｂ型などの1.5ス

テップタイプの成形機は、南・西アジア地域などでの販売により、増収となりました。

　

利益面では、インドルピー安が進行した影響により製造原価が圧縮されたものの、前述のとおり売上ボリューム

が大幅に減少した影響により、売上総利益は5,215百万円（前年同期比88.4％）、営業利益は1,663百万円（同

71.7％）と減益となりました。また、営業外損益では、第２四半期末（平成24年３月末）にかけて好転した為替相場

が、４月以降に高水準の円高で推移した影響により、為替差損の計上も加わり、経常利益は1,421百万円（同

66.7％）となりました。

最終損益では、経常利益段階までの減益幅が大きく、四半期純利益は1,061百万円（同81.1％）と減益となりまし

た。　
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セグメントの業績は次のとおりであります。

　

セグメント(地域)別売上高状況

（単位：百万円)

　 米州 欧州 南・西アジア 東アジア 日本 合計

前第３四半期 3,428 2,727 4,922 1,305 1,263 13,647

当第３四半期 3,399 1,294 4,629 1,244 1,578 12,146

対前年同期比 99.1％ 47.5％ 94.0％ 95.4％ 124.9％ 89.0％

　

①　米州

米州地域では、南米で減収となったものの、主要市場である北米で前年同期の水準を維持し、売上高は3,399百

万円（前年同期比99.1％）と前年同期並みになりました。また、セグメント利益は742百万円（同91.3％）に留ま

りました。

②　欧州

欧州地域では、金融危機・信用不安の拡大により、売上高は1,294百万円（前年同期比47.5％）と大幅減収を余

儀なくされました。セグメント利益も、減収の影響により151百万円（同23.1％）と大幅減益となりました。　

③　南・西アジア

南・西アジア地域では、ドバイ販売法人で増収となったものの、有力市場であるインド市場の減収に加えて、そ

の他の地域でも販売が伸びず、売上高は4,629百万円（前年同期比94.0％）と減収となりました。セグメント利益

も993百万円（同76.8％）と減益となりました。

④　東アジア

東アジア地域では、中国市場では増収となったものの、台湾での減収により、売上高は1,244百万円（前年同期

比95.4％）、セグメント利益は24百万円（同17.2％）となりました。

⑤　日本

日本では、需要が堅調に推移し販売が伸長した結果、売上高は1,578百万円（前年同期比124.9％）と増収とな

りました。セグメント利益は、増収効果により410百万円（同118.8％）を計上しました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費用は242百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株)

普通株式 38,400,000

計 38,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
 

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,348,720 15,348,720
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
100株

計 15,348,720 15,348,720 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 15,348,720 － 3,860,905 － 3,196,356

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 331,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,015,600 150,156 －

単元未満株式 普通株式 1,520 － －

発行済株式総数 15,348,720 － －

総株主の議決権 － 150,156 －

 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

日精エー・エス・ビー
機械株式会社

長野県小諸市甲
４５８６番地３

331,600 － 331,600 2.16

計 － 331,600 － 331,600 2.16

 
　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,834,541 3,227,078

受取手形及び売掛金 3,257,146 ※2
 3,792,591

商品及び製品 899,874 772,080

仕掛品 4,315,912 4,254,102

原材料及び貯蔵品 2,878,827 2,831,139

繰延税金資産 544,052 511,603

その他 584,084 ※1
 497,684

貸倒引当金 △77,171 △106,004

流動資産合計 15,237,268 15,780,275

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,106,261 836,761

機械装置及び運搬具（純額） 721,154 939,585

土地 836,231 836,231

その他（純額） 453,325 619,761

有形固定資産合計 3,116,973 3,232,340

無形固定資産 375,854 285,279

投資その他の資産

投資有価証券 472,816 500,800

その他 535,878 322,608

貸倒引当金 △35,835 △59,244

投資その他の資産合計 972,859 764,165

固定資産合計 4,465,687 4,281,784

資産合計 19,702,955 20,062,060
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,359,798 ※2
 2,463,628

短期借入金 2,756,029 2,594,684

未払法人税等 479,860 108,371

前受金 1,205,350 1,269,952

賞与引当金 123,748 209,419

役員賞与引当金 39,000 26,249

その他 821,314 886,226

流動負債合計 7,785,102 7,558,531

固定負債

長期借入金 739,882 880,860

退職給付引当金 400,683 416,163

役員退職慰労引当金 203,235 190,669

その他 463,523 199,175

固定負債合計 1,807,324 1,686,868

負債合計 9,592,426 9,245,399

純資産の部

株主資本

資本金 3,860,905 3,860,905

資本剰余金 3,196,356 3,196,356

利益剰余金 5,177,391 5,938,505

自己株式 △201,409 △201,458

株主資本合計 12,033,243 12,794,309

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △38,664 △5,135

為替換算調整勘定 △1,884,049 △1,972,513

その他の包括利益累計額合計 △1,922,713 △1,977,648

純資産合計 10,110,529 10,816,660

負債純資産合計 19,702,955 20,062,060
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 13,647,148 12,146,860

売上原価 7,748,618 6,931,347

売上総利益 5,898,529 5,215,513

販売費及び一般管理費 3,577,250 3,551,784

営業利益 2,321,279 1,663,728

営業外収益

受取利息 63,310 56,136

受取配当金 9,256 11,328

受取手数料 1,446 51,649

その他 30,947 46,524

営業外収益合計 104,962 165,638

営業外費用

支払利息 47,490 38,950

為替差損 246,381 358,306

その他 1,455 10,715

営業外費用合計 295,327 407,972

経常利益 2,130,915 1,421,394

特別利益

固定資産売却益 4,796 ※
 317,615

貸倒引当金戻入額 2,169 －

償却債権取立益 36,726 －

特別利益合計 43,693 317,615

特別損失

固定資産売却損 1,875 2,991

固定資産除却損 4,302 ※
 29,361

貸倒引当金繰入額 － ※
 18,498

たな卸資産評価損 － ※
 207,962

特別退職金 － ※
 65,015

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 17,759 －

特別損失合計 23,937 323,829

税金等調整前四半期純利益 2,150,670 1,415,180

法人税、住民税及び事業税 778,355 493,051

法人税等調整額 63,967 △139,327

法人税等合計 842,323 353,723

少数株主損益調整前四半期純利益 1,308,347 1,061,457

四半期純利益 1,308,347 1,061,457
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,308,347 1,061,457

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 20,398 33,529

為替換算調整勘定 △14,078 △88,463

その他の包括利益合計 6,319 △54,934

四半期包括利益 1,314,667 1,006,522

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,314,667 1,006,522
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

　
（連結の範囲の重要な変更）

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した上海艾実碧貿易有限公司を連結の範囲に含めております。
　

　
　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

　
（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
　
　
（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布されております。

これに伴い、平成24年４月１日以降開始連結会計年度を含む３連結会計年度において解消が見込まれる一時差異に

ついては、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率は40.1％から37.5％に変動いたします。また、平成

27年４月１日以降開始連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債

を計算する法定実効税率は37.5％から35.1％に変動いたします。

この法定実効税率の変動による影響は軽微であります。
　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　偶発債務

当第３四半期連結会計期間（平成24年６月30日）

インドの連結子会社（ASB INTERNATIONAL PVT. LTD.）はインド国税当局より、輸出志向型企業（ＥＯ

Ｕ）への免税措置の適用及び最低代替税の計算に関し、合計90,100千インドルピー（127,041千円）の更

正通知を受けておりますが、同社は、正当な根拠を欠く不当な更正通知であるとし、異議申立書を提出、一

部については税務裁判所に提訴しておりました。平成24年６月29日に税務裁判所は同社の主張をほぼ認

め、実質勝訴しましたが、控訴審で係争が続く可能性があり、その場合には引き続き、同社の処理の正当性

を主張していく予定でおります。

なお、平成24年６月30日現在、28,555千インドルピー（40,263千円）の仮納付を行っており、当第３四半期

連結会計期間の流動資産の「その他」に含めて表示しております。

　

※２　四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であることによる四半期連結会計期間末日満期手形について

は、四半期連結会計期間末日に入出金があったものとして処理しており、その金額は次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（平成23年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

 
受取手形

 
－

 
4,428千円

支払手形
 

－
 

26,697千円
 

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日　至平成24年６月30日）

※　清算中の連結子会社である上海愛思必机械有限公司の清算手続に伴い発生した金額であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 238,312千円 289,428千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年10月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 225,260 15円 平成22年９月30日平成22年12月１日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 300,342 20円 平成23年９月30日平成23年12月２日利益剰余金

　
　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年10月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円)

　 報告セグメント
合計

 米州 欧州 南・西アジア 東アジア 日本

売上高       

外部顧客への売上高 3,428,7112,727,0704,922,3281,305,0761,263,96113,647,148

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 3,428,7112,727,0704,922,3281,305,0761,263,96113,647,148

セグメント利益 814,033 654,0721,294,097141,441 345,9663,249,612

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 3,249,612

全社費用 △709,984

その他の調整額 △218,348

四半期連結損益計算書の営業利益 2,321,279

　
（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円)

　 報告セグメント
合計

 米州 欧州 南・西アジア 東アジア 日本

売上高       

外部顧客への売上高 3,399,0811,294,6194,629,2921,244,9561,578,91112,146,860

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 3,399,0811,294,6194,629,2921,244,9561,578,91112,146,860

セグメント利益 742,819 151,226 993,523 24,284 410,8702,322,725

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,322,725

全社費用 △847,091

その他の調整額 188,094

四半期連結損益計算書の営業利益 1,663,728

　
（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、セグメント利益又は損失の算定に用いる費用の配賦方法について、報告

セグメントの評価管理をより適正に行うための見直しを実施しております。

なお、上記見直しにより作成した「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する

情報」及び「２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差

額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）」は、「Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22

年10月１日　至平成23年６月30日）」に記載しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　 　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 87円12銭 70円68銭

（算定上の基礎） 　 　  

四半期純利益金額 （千円） 1,308,347 1,061,457

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 1,308,347 1,061,457

普通株式の期中平均株式数 （株） 15,017,249 15,017,066

　
（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

   平成２４年８月９日 　

日精エー・エス・ビー機械株式会社  　

 取　締　役　会　　御　中  　

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士

　

奈尾　光浩　　　印
　

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士

　

山本　哲生　　　印
　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日精エー・エス・

ビー機械株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年

４月１日から平成24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日精エー・エス・ビー機械株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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